
連絡船
くらしとからだ８月号の一面で、私たちの大先輩である米谷正造さんが座談会で語られた戦

争体験

。
戦
後

69年
経った今

日、そのときの時代を生き

ぬいてきた方々は現

在

70代

後半か

ら

90代となり、少

なくなってきた。▼先日、80歳を過ぎた組合員さん

と戦時中の話をする機会があった。「兵隊として戦地へ赴き、生きて日本に帰れないと覚悟していたが、敗戦で生きて帰ることができた」「戦争を知らない若い人たちに1人でも多くあの時代のことを知ってほし
い」と。▼現在
、一部の政党

で集団的自衛権の行使容認が決められ、戦争ができる国づくりが進められようとしている。戦時中に青春を送った方々の苦労は計り知れない。その時代を懸命に生き抜いてきた人達に、今また消費

税
8％の増税負担

や年金の減額。日々やっとの生活で暮らしている高齢の人達に、まるで長生きするなと言わんばかりの世の中だ。▼

80歳を過ぎた先輩

方が戦争の悲惨な体験を風化させず、次世代に語り継ぎ、平和な社会を築くために頑張っている。私たちも見習わなければならない。
青森保健生協の仲間が1人でも増えるということが、健康で戦争のない平和な日本を築く力となるだろう。

（理事　安藤英博）

発行人／青森保健生活協同組合〔国民の生存権、国の社会保障的義務〕

日本国憲法第25条
　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、す
べての生活部面について、社会福祉、社
会保障及び公衆衛生の向上及び増進に
努めなければならない。
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さ
あ
医
療
生
協
の
出
番
で
す

　
集
団
自
衛
権
行
使
を
容
認
し
た
閣
議
決
定
、医
療
介
護
総
合
法
案

の
強
行
可
決
な
ど
、国
民
の
声
と
く
ら
し
を
無
視
し
た
政
治
が
進
め

ら
れ
、組
合
員
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
う
し
た
困
難
な
時
こ
そ「
み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
い
、

困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
で
支
え
合
う
、心
の
通
っ
た
地
域
づ
く

り
」を
目
指
す
医
療
生
協
の
出
番
で
す
。あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

「
組
合
員
が
主
役
」の
医
療
生
協
の
良
さ
を
広
く
伝
え
、青
森
保
健
生

協
の
存
在
を
地
域
に
示
し
ま
し
ょ
う
。健
康
づ
く
り
や
学
び
の
楽
し

さ
を
広
げ
、失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
の
つ
な
が
り
を
再
び
強
く
し
ま

し
ょ
う
。医
療
・
福
祉
・
介
護
の
面
で
手
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人

に
寄
り
添
い
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め

ま
し
ょ
う
。

ご
家
族
、お
友
達
に
も

加
入
お
勧
め
を

　
現
在
、組
合
加
入
は
個
人
単
位
で

す
。「
組
合
員
で
良
か
っ
た
」の
声
を

伝
え
て
、世
帯
で
ま
だ
加
入
の
お
済

み
で
な
い
ご
家
族
や
お
友
達
、ご
近

所
さ
ん
に
青
森
保
健
生
協
を
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。加
入
手
続
き
は
、各

事
業
所
ま
た
は
各
支
部
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。ご
不
明
な
方
は
組
織

部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
7
6
2

－

5
8
8
8
）。

2014年度
生協強化月間スタート

9月11日（木）から
11月30日（日）まで

協同の力で、
いのち輝く
社会をつくる

【スローガン】

全国四課題の年間目標
早期達成をめざし、月間内に80％、
年内に100％やりきろう！

大野地区社会福祉協
議会

「こころの縁側」で
の健康

体操と介護相談。

しんまちふれあい広場に健
康チェックコーナーを出展。
（総チェック数158名、大腸
がん検診予約者7名）

地域と
つながる

民主的な
運営で

仲間と
楽しく

「運営参加」は組合
員の大きなメリッ
ト。今年は生協さく
ら病院で院内巡視
を実施しました。

班や支部で楽しく健康づくり。
浪打支部医療講演会「認知症について」。

8/1「No！集団的自衛権行使」緊急街宣。「戦争する国にしないで！」と組合員・職員53名が新町で訴え署名を呼びかけました。

平和を
守る

地
域
に

笑
顔元
気
と

広
げ
た
い

［理念］ 一人ひとりが 健康で尊重される 平和な社会をめざします
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第三種郵便物認可くらしとからだ10月号
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◎
青
森
保
健
生
協
の
病
院
で
は
、
差
額
室
料
は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

salt

あ
お
も
り
協
立
病
院

対
応
地
域
が
拡
大
！
食
を
通
じ
た
社
会
貢
献

　
青
森
保
健
生
協
と
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
あ
お
も
り
の
共
同
事
業
と
し
て
2
0
1
4
年
4
月

に
始
ま
っ
た（
株
）あ
お
も
り
コ
ー
プ
フ
ー
ズ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
。6
月
か
ら
は
青
森
市
だ
け
で

な
く
弘
前
市
、五
所
川
原
市
、9
月
半
ば
か
ら
八
戸
市
へ
も
対
応
地
域
が
広
が
り
ま
し
た
。県
産

品
を
主
に
使
用
し
、管
理
栄
養
士
が
塩
分
・
カ
ロ
リ
ー
を
管
理
し
た
献
立
、配
送
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
高
齢
者
等
の
見
守
り
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

　週5日、主に夫用として1食分とっています。出かける機会が多いので、慌てて帰宅しなくてもよくなり、安心して外出できるようになりました。　1〜2人の食事を作るのって案外食材が無駄になるし、第一、高齢になって毎日何品目も作るのは本当に大変。一方で病気や加齢など、食に気を使わなければいけない理由は増えてくる。このお弁当はそんな悩みを一挙に解決してくれるわけですから、利用して良かったと思ってい
ます。

　利用して5か月になります。今まで食事の支度を何十年と続けてきた身としては、毎日、日替わりで様々な献立を考える苦労は手に取るようにわかります。こんなに多くの種類をしかも栄養バランスも塩分も管理されているなんて、いつも感謝していただいています。　体調が悪く料理が出来ないときなんか、特に助かっていて、まさに「命をつなぐ食」だと思っています。

●ごはんと合わせて500キロ
カロリー程度。夕食の摂り
過ぎに注意しているので
ちょうど良い。

●物足りないときも。高血圧
なので薄味に慣れるよう
にしている。

●夫のダイエットのために
利用しています。バラエ
ティーに富んだメニューで
飽きずに続けています。

●最初は少ないと感じたが
回数を重ねると気になら
なくなった。見た目よりも
食後の満足感は十分。

●共働きです。子供との時間が増え、子供の好き嫌いも減りまし
た。もう少し料金が安いともっといいかな。

●産休明けから職場復帰するのに、夕食を作る気力、体力、時間
的余裕が無いので、利用を始めました。知っていたら妊娠中も
利用したかった。

●上品な味で満足です。

●魚の骨が無いのがいい。
でも肉がもう少し食べた
いかな。

●おかずの組み合わせが良
く、彩りも美しくて夕食
が楽しい。

●野菜が多く、揚げ物が少
なくていい。

●季節感があり旬の食材を
取り入れていてうれしい。

美味しい！健康にいい！

便利で助かる！

(株)あおもりコープフーズのアンケートより

た
社
会
貢
献

利
用
者
の
声

あ
お
も
り
コ
ー
プ
フ
ー
ズ
の

お
弁
当
配
食野坂峯子さん（小柳支部）

宮本まさ子さん（海岸線支部）

　2
014年
9月
9日

（火
・救急の日）、あお

もり協立病院が青森県の救急医療の充実に貢献した功績が評価さ
れ、「救急医療功労者厚生労働大臣表彰」を受賞しました。今年度は全国で

15の団体と個

人

22名が選出され、そ

のうちの団体のひとつとして当院が表彰されたものです。　青森市には救急輪番病院が4病院あり、あ

おもり協立病院もその1つとして、

24時間

365日救急患者の受け入れを行っています。市の救急車の搬入件数は、月平均10
0件（救

急外来受診者数の約35％を占めています）。
受診患者数は月平均約28

0人と多くの患者
を受け入れています。　また今回の受賞は、

青森県知事
・青森県医

師会
・青森市医師会の

推薦をいただき、実現

したものです。地域の救急医療はもちろん、
医局の先生方を筆頭に自分たちが地域医療の一翼を担ってきたということが、大きく評価されたと言えます。私たち医療機関を取り巻く情勢は厳しくなってい

く一方ですが、今回の表彰を励みに今後も医師
・

看護師をはじめ、全職員が一丸となって
、地域

医療への貢献を継続で
き

ればと感じました。

　
9月7日（日）、神戸国際

展示場に全国から33
0
0人

の参加者が集い、
「憲法
・平和
・いのち輝かそう〜安心して住み続けられるまちづくり〜」

のテーマで共同組織活動交流集会を行いました。　オープニングは神戸華僑の舞獅隊が演舞を披露し、会場を沸かせました。開催地会長、現地実行委員長、兵庫県、神戸市と歓迎の挨拶。そして
テーマに沿った基調報告と続

きました。　記念講演は宇都宮健児弁護士が

「憲法を守り、生かそう!

〜安倍政権の暴走をスト
ップ

させ、

憲法改悪を許さないた

めに〜」

と題して

、
安倍政権

が推し進めようとしている政策

・改憲への動きを縦横に話さ
れました

。
そし

て
「私達一人ひ

とりは微力ではあっても

、
決

して無力ではない

。一人ひとり

がつながれば大きな力となる」と全参加者によびかけ

、
より

一層の奮起を促されました。　休憩をはさみ、民医連の藤末衛会長が「民医連の歴史と人権としての医療
・介護を目

指す提言」を講演。会長の提言に呼応するように、各地の代表がリレートーク。次回開催地の挨拶で1日目の集会を終わりました。　8

日（月

）は
、7分科会38
0

演題で各地の取り組みを報告発表。青森保健生協は2演題で報告発表しました。私は今

回の集会に参加して、自分が住んでいる地域での活動が間違っていないことを確認できました。そして微力ながら地域の人たちと手を取り合って、住み良いまちづくりに取り組んでいきます。

（小柳支部　斎藤勝博）

近
畿

in

参
加
報
告

第
　
回
全
日
本
民
医
連

共
同
組
織
活
動
交
流
集
会

12

事務次長　

土岐

 真美子

救
急
医
療
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

お子様には
もれなく
風船&お菓子
プレゼント!

【日　　時】 10月5日（日） 10：00～13：00
【場　　所】  あおもり協立病院敷地内
【プログラム】 ● 市民公開講座 10：00～11：00

20
周年

10
周年

あおもり協立病院
協立クリニックまつり

新鮮野菜
販売

社保平和
コーナー

地域に支えられて20年～ともに歩む未来へ～

「出産適齢期について」テーマ

講師／平岡 友良 医師（あおもり協立病院 副院長/産婦人科長）

【お問い合わせ】 あおもり協立病院 762-5500　協立クリニック 762-5511

「回復期リハビリテーションについて」
講師／宇梶 誠 医師（あおもり協立病院 内科医長）

テーマ

● 医療・介護相談会
● 高齢者リハビリ体験

● 医療機器見学ツアー
● 配食弁当試食会 チビッコ看護体験






